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4． 低密度植栽における施業体系の整理 
低密度調査で実施した実証植栽試験では、低密度植栽における植栽から５～６年後までの

植栽木の生育状況や下刈り終了までの回数等を検証した。一方で低密度植栽については、下

刈り以降の保育作業の知見が少なく、また低密度植栽で成林した場合に生産される木材の生

産量の減少や強度の低下も懸念されている。 
そこで、低密度植栽を実施して数十年が経過している林分について調査した文献等を収集・

分析し、低密度調査で得られた知見と合わせて低密度植栽における植栽から主伐までの施業

について整理した。また、低密度植栽で生産された木材の材質や材積等について情報の整理

を行った。 
作成した資料（「低密度植栽における施業イメージ」）を、次ページ以降に記載する。 
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